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京

都

哲

学

会

規

約

一
、
本
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　㈠
会
誌
﹁
哲
学
研
究
﹂
を
発
行
す
る
。

　㈡
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　㈢
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
一
名
を
お
く
。
委
員
は

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
所
属
教
官
の

有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
﹁
哲
学
研
究
﹂
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
五
、
〇
〇
〇
円
を
納
め
る
。
な
お
、
学
生

会
員
︵
学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生
︶
は
、
事
務
局
に
申
し
出

れ
ば
、
減
額
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、

年
会
費
を
四
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
に
お

く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
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　告

一
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。
入
会
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
内
京
都
哲
学
会
︵
振
替
口
座
〇
一
〇
二
〇

－

一

－

四
〇
三
九

　京
都
哲
学
会
︶
宛
に
年
会
費
五
、〇
〇
〇
円

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
会
員
︵
学
部
生
お
よ
び

大
学
院
生
︶
は
、
事
務
局
に
申
し
出
れ
ば
、
減
額
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
年
会
費
を
四
、〇
〇
〇
円

と
し
ま
す
。

一
、
会
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

一
、
本
誌
の
編
集
に
開
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は
本

会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

一
、
本
誌
へ
の
論
文
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
み
受

付
け
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
と
編
集
委
員

会
で
委
嘱
し
た
委
員
︵
若
干
名
︶
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員

会
で
決
定
す
る
。︵
本
会
主
催
の
公
開
講
演
会
の
講
演
原
稿
の

掲
載
な
ど
、
編
集
委
員
会
依
頼
に
よ
る
論
文
掲
載
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。︶
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註

　文
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　定

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共︵
一
部
、
送
料
二
〇
〇

　円
︶
前
金
に
て
京
都
哲
学
会
宛
お
送
り
下
さ
い
。
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京

都

哲

学

会

規

約

一
、
本
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　㈠
会
誌
﹁
哲
学
研
究
﹂
を
発
行
す
る
。

　㈡
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　㈢
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
一
名
を
お
く
。
委
員
は

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
所
属
教
官
の

有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
﹁
哲
学
研
究
﹂
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
五
、
〇
〇
〇
円
を
納
め
る
。
な
お
、
学
生

会
員
︵
学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生
︶
は
、
事
務
局
に
申
し
出

れ
ば
、
減
額
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、

年
会
費
を
四
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
に
お

く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
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一
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。
入
会
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
内
京
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哲
学
会
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振
替
口
座
〇
一
〇
二
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一
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四
〇
三
九

　京
都
哲
学
会
︶
宛
に
年
会
費
五
、〇
〇
〇
円

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
会
員
︵
学
部
生
お
よ
び

大
学
院
生
︶
は
、
事
務
局
に
申
し
出
れ
ば
、
減
額
制
度
を
利
用
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こ
と
が
で
き
ま
す
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そ
の
際
、
年
会
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と
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一
、
会
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

一
、
本
誌
の
編
集
に
開
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は
本

会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

一
、
本
誌
へ
の
論
文
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
み
受

付
け
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
と
編
集
委
員

会
で
委
嘱
し
た
委
員
︵
若
干
名
︶
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員

会
で
決
定
す
る
。︵
本
会
主
催
の
公
開
講
演
会
の
講
演
原
稿
の

掲
載
な
ど
、
編
集
委
員
会
依
頼
に
よ
る
論
文
掲
載
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。︶
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註

　文

　規

　定

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共︵
一
部
、
送
料
二
〇
〇

　円
︶
前
金
に
て
京
都
哲
学
会
宛
お
送
り
下
さ
い
。
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